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１. DXF データインポート機能

DXFファイルから点・線情報を読み込み、リフト分割・ブロック分割を行い
形状線（点）としてＭＡＣＳに引き渡す。



２．ヒートパイプ解析機能

パイプクーリングの設定画面のヒートパイプにチェックする
経路に１次元熱伝導要素を定義、端部に排熱特性を設定
入力値は熱伝導率・熱容量・稼働時間



３．凍結潜熱の精度向上

従来は比熱を変化させていたが改良版はエンタルピー
を定義し、要素積分点の比熱Cを次式で定義する。

C(T)=｛(∇H・∇H )/( ∇T・∇T)｝1/2

ここに、∇はナブラ
Cは比熱
Hはエンタルピー
Tは温度

この改良により、収束性と計算精度が向上した。



４．表入力の強化

熱伝導率、 密度、 比熱
ヤング率、 引張り強度 の表入力が可能となった。



５．ＰＣトラス要素の改良

ＰＣ鋼材によるポストテンション解析において

・ 従来は鋼材のヤング率を小さく与えて、鋼材の剛性を無視していた。
・ Ｖ９では、緊張力が加わる前は剛性を無視し、その後は剛性を考慮できるよう

改良した。これにより、トラス要素のひずみを正しく出力可能となった。
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６．メッシュ作成機能改良

・3角形領域の分割方式追加
・メッシュ分割比の自動認識
・自動節点マージ機能
・その他

旧方式 新方式
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